
特別仕様車「四神シリーズ」（左から朱雀・玄武・白虎・青龍）

　奈良経済産業協会および会員

企業の皆様におかれましては、

日頃より大変お世話になり厚く

御礼申し上げます。

　当社は乗合バス事業をはじ

め、貸切バス事業、旅行事業、

生活創造事業（不動産・飲食・

自動車教習所）など地域社会に

密着した事業を展開しており、

会員各社の皆様をはじめ県民の

方々に日々ご支援頂いておりますこと重ねて御礼

申し上げます。

　乗合バスにつきましては、日常の買い物・通勤・

通学・通院などの移動手段として県民の日常生活

を支えるとともに、県外から来訪された方の移動

の自由を確保する役割があり、私どもは交通事業

者として安定した運行や安全の確保に努めている

ところであります。

　しかし、昨今の人口減少や少子高齢化の進展で

ご利用者数が年々減少してきており、それに加え

て昨年から様々な新型コロナウイルス感染症拡大

防止策を実践する中で、外出することや集団で行

動することへの警戒感により一層ご利用が減り、

公共交通を担う事業会社にとっては誠に厳しい 1

年でありました。

　また、貸切バスのご利用につきましても、旅行

や外食が不要不急であるとの見方が広がったこと

もあり、国や県等の観光促進キャンペーンによる

フォローの一時期を除き、乗合バス以上に低水準

で安定感を欠く一年でありました。

　このような状況の中、当社では安心してバスを

ご利用頂けるよう、乗合バス・貸切バスを問わず、

「新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」

以上の感染防止対策を実施しております。

　 提 言 　『安全・安心なバス輸送 with & after コロナ』

　一例として、乗合バス車両には抗菌・抗ウイル

ス加工を施工し、貸切バス車両にはプラズマクラ

スターイオン発生器を搭載し更なる空気清浄を実

施しております。

　また、バス車内は密閉空間で３密になることが

懸念されていると思いますが、実は高性能の空調

装置を常時稼働させており、仮に全ての窓が閉じ

られていても５分以内で、また一部分でも窓を開

放すればもっとスピーディに換気することができ

ます。ご利用の皆様にも、マスク着用や会話を控

えて頂くなど一般的な感染防止対策を講じていた

だくことで安全にご乗車頂くことができます。

　これまでバスをはじめとした公共交通機関のご

利用による感染拡大の報告は皆無であることをま

ずは皆様にご理解頂き、今後外出の際にはバスな

どの公共交通機関を積極的にご利用いただくよう

お願い申し上げます。

　最後に、今、早くもコロナ後を見据えて企業や

個人がこれまでとは違う形で奈良県の各地域と積

極的に関わりを深めつつあり、この流れが新たな

奈良県の発展へとつながることを私は大いに期待

しており、それゆえ私どもは一層安全で安心な奈

良県の足として皆様とともにがんばって行かなけ

ればならないと思っております。

　引き続き会員各社をはじめとする県民の皆様の

ご指導ご鞭撻を心よりお願い申し上げます。

奈良交通株式会社

取締役社長

森島和洋氏
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　経営者懇話会第３回目は、京

都市南区にあり、給排水・衛生

設備・消防施設等の工事を手が

けられておられるホーセック㈱

代表取締役の毛利正幸様に、『ICT

化による活性化～情報公開にこ

そカギがある～』をテーマにご

講演頂きました。

　ご講演の要旨は、以下の通り

です。

　実家の会社に入社した当時、管理がずさんで非

効率な作業も多く、ミスや残業が多く問題だった。

　そんな時、ある案件を検討した際に工期も短く

多数の職人が必要なため、予算が合わないとの意

見が出たが、IT を導入してムダを省いて効率化す

れば利益がでると考え挑戦した。現場の施工管理

に IT を導入し、施工図の完成度を高め、情報をタ

イムリーに共有することで現場作業員の 65％、原

価の 36％を削減することができ、利益を上げるこ

とができた。管理が難しく、高い技術力が必要な

現場監督こそ IT 化は効果的だと確信した。

　本格導入を始めるが、導入時間も少なくツール

の連携も非効率でミス ･ トラブルが多発した。IT

ツールを導入するだけでなく、ツールを繋げるこ

と、コミュニケーションを大事にする ICT 化が重

要だと痛感した。そのため自社で、社内全業務を

一元管理するシステム「建設タウン」を開発し、

コミュニケーションを活発化した体制を構築した。

　現在は、当該システムを外販する子会社も設立

し、建設下請企業の経営支援にも取り組んでいる。

　付加価値に対する適正利益を上げるため、業務

のプロセス全体を見直し、従来の人・もの・カネ

のインプット重視から、QCD を重視した付加価値

がある受注を選別するアウトプット重視に変えて

おり、この仕組みを通して業界の共通課題の解決

支援に役立てるように更に取り組んで行きたい。

経 営 者 懇 話 会

　　　　　　　　　　  人材育成委員会主催 (R03.2.18)

ホーセック㈱ 
代表取締役
毛利正幸氏

　長時間労働の削減は喫緊の課

題であり、業務を見直し改善に

より生産性を向上させて行くこ

とは不可欠であります。

　この様な状況の中、当会では、

会員企業の生産性向上に向けて、

( 独法）高齢・障害・求職者雇

用支援機構【ポリテクセンター】

様の委託を受けて、『生産性向上

支援訓練』を実施いたしました。

　生産性向上は、業務プロセスを見直し、改善の

考え方や改善の着眼点、具体的な進め方を学び生

産性向上を図るため、くぼつ経営研究所代表の窪

津正充様に「成果を上げる業務改善」について、

ご指導頂きました。

　業務改善においては、まずは業務の可視化が必

要であり、そのための手法として流れ線図分析、

アローダイヤグラムを学びました。

　また、業務プロセス上のムダを洗い出す上で、

ムダの意味をしっかりと押さえ、ムダを見つける

目を養うため、現状分析と改善プラン立案を学ぶ

ことを通して、問題発見～現状分析～要因解析～

改善実施という改善の一連の流れを学びました。

　実践的な理解のために、リードタイム短縮の向

けた「巻紙分析」演習では、時系列で各担当の工

程や業務の流れを見える化し、作業や処理等の現

状から業務改善により、巻紙（リードタイム）を

どう短縮していくかを検討しました。　

　更に、『自社生産現場のムダ』に関する改善案を

検討する演習では、自社の課題やムダについて、

現状や課題の要因を整理して、改善の手順にそっ

て具体的に改善を考え、現場の業務改善に直結し

て役立つべく実施しました。

　今度は「原価管理とコストダウン」をテーマに、

原価の仕組みの理解や工程・作業を見直したコス

ト削減により生産性向上へ繋げるよう実施します。

成果を上げる業務改善

　　　　　　　　　  人材育成委員会主催（R03.1.13・27)

くぼつ経営研究所

代表
窪津正充氏
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会員企業紹介（NO.21） 

～ヤマトクリエイト株式会社～

代表取締役

植田昌宏氏

　<企業情報 >

　会社名：ヤマトクリエイト株式会社

　創　業：昭和 46 年１月

　住　所：〒 633-0065

　　　　　奈良県桜井市吉備 567-1　

　社員数：45 名

　業　種：電気機械器具製造業

社長様のインタビュー

Ｑ１．創業の経緯と事業内容

　昭和 46 年に祖父の植田修司が磯城郡田原本町に

電子方式による高圧電源メーカーとして大和電子

工業㈱独立創業致しました。

　その後、本社工場を天理市檜垣町に新築移転し、

メーカーの基板実装委託生産を開始しました。

　顧客仕様に合わせた電源の設計から生産完了ま

での一貫生産体制となり、顧客から高く品質評価

され、原子力で使用される電源を生産する高い技

術力を持つ企業へと成長致しました。

　昭和 59 年に奈良県より「わかくさ国体の渓谷の

火」の炬火彩火装置製作依頼を受けました。

 委託設計商材も増え、昭和 63 年には創造型企業

として社名をヤマトクリエイト㈱に一新しました。

　その後、桜井に吉備生産センターを設立し、業

務を終結させ、生産効率を高めました。

　平成 29 年に２代目として就任後は、蛍光顕微鏡

用電源、海洋環境対応の水殺菌装置用電源、産業

機器、医療機器等々、幅広い分野の電源の開発か

ら生産まで対応できる企業へと成長致しました。

　主力商品の光源用電源装置・高圧電源装置・特

殊スイッチング電源装置の３本柱で産業機器メー

カーとして高い品質で顧客満足を図っていきます

Ｑ２．当社の強み

　電子技術でも強電と弱電がある様に、電子回路

もデジタル回路とアナログ回路に分かれます。

　当社は電源の基本となるアナログ回路技術が強

みであり、小型 10W から大型 6kW まで幅広い電力

容量に対応できます。

　デジタル制御技術が進んでいますがメイン供給

回路はアナログ技術です。

本社・工場

　当社は海外規格認定工場でもあり米国・欧州等

の規格対応の商品開発から生産が出来ます。

　創造を生かし蓄積した技術で顧客と一体になっ

て商品開発と生産を行う企業です。

　小ロット多品種対応ですが品質及び納期には満

足していただいています。

Ｑ３．人材育成、技術伝承など

　経営理念に基づき「無心の心構え」で幹部社員

を筆頭に、経営意識をもつ社員育成を行うと共に

製造業の基本教育をしています。

　技術面では公共施設による電子回路育成科は少

なく、当社の設計コアとなる技術は OJT にて育成

し、個人の財産を築いています。

　教育課程で疑問が出た場合は、先ず調べ部門で

レビューする。学んだ事を情報共有する事で組織

活性に反映しています。チャレンジ精神で新たな

発見と発展に取り組んでいます。

Ｑ４．今後の商品展開

　電源は商品の心臓部でもあり、既存の業務体制

は崩さず取り組んでいきます。

　当社の商品は産業機器分野の OEM 品で全体の７

割を占めており、最近では市場動向で生産量が大

きく左右されます。

　新たな営業展開で BtoB から BtoC を取り入れ、

築いた技術を生かせる紫外線除菌装置等々の自社

商品を立上げ、自らの力で販売にチャレンジして

いきます。

　新しいニーズと技術に対応し、常に積極的に挑

戦を続け、皆様にお役に立つ商品づくりをしてい

きたいと考えております。
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１．改正点

　　○今回の改正は、70 歳までの就業機会の確保について、多様な選択肢を整え、事業主としていずれかの

　　　措置を制度化する「努力義務」を設けるもの。（定年の 70 歳への引き上げを義務付けるものではない。）

　　　＜現行＞ 65 歳までの雇用確保（義務）にプラスして＜改正＞ 70 歳までの就業確保「努力義務」

２．改正の概要

　　○対象となる事業主

　　　・定年を 65 歳以上 70 歳未満に定めている事業

　　　・65 歳までの継続雇用制度（70 歳以上まで引き続き雇用する制度を除く）を導入している事業主

　　○対象となる措置

　　　・次の①～⑤のいずれかの高年齢者就業確保措置を講じるよう努める必要がある。

　　　　① 70 歳までの定年引き上げ

　　　　②定年制の廃止

　　　　③ 70 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入

　　　　④ 70 歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入

　　　　⑤ 70 歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入

 　　　　　ａ .事業主が自ら実施する社会貢献事業

　 　　　　ｂ .事業主が委託、出資（資金提供）等をする団体が行う社会貢献事業

　　　　※④⑤については、過半数労働組合等の同意が必要

３．措置を講ずるに当たっての留意事項

　　○全般的な留意事項

　　　・上記のいずれの措置を講ずるかについては、労使間で十分に協議を行い、高年齢者のニーズに応じ

　　　　た措置が望ましい。

　　　・複数の措置適用も可能だが、いずれの措置を適用するかは、個々の高年齢者の希望を聴取し、十分

　　　　に尊重して決定する。

　　　・対象者を限定する基準を設けることも可能だが、過半数労働組合等との同意を得ることが望ましい。

　　　  ※事業主が恣意的に高年齢者を排除しようとするなど、高年齢者雇用安定法の趣旨や他の労働関係

　　　　  係法令に反するものや公序良俗に反するものは認められない。

　　　・高年齢者が従前と異なる業務等に従事する場合は、業務に関する研修や教育・訓練等を事前に実施

        することが望ましい。

４．高年齢者が事業主の都合による解雇等（契約満了は除く）により離職する場合について

　　○就業確保措置を講ずる「努力義務」の追加に伴い、下記の対象が追加となる。

　　　・再就職援助措置…離職する高年齢者等には、求職活動に対する経済的支援、再就職や教育訓練受講

　　　　　　　　　　　　等のあっせん、再就職支援体制の構築などの再就職援助措置を講ずるよう努める。

　　　・多数離職届　　…同一事業所において、1か月以内に 5人以上離職する場合は、離職者数や当該高

　　　　　　　　　　　　年齢者等に関する情報等をハローワークに届け出なければならない。

　改正高年齢者雇用安定法が令和 3年 4月から施行となり、70 歳までの就業確保措置を講ずることが

「努力義務」となりますので、ご確認下さい。

　　　人事 ・労務の勉強部屋 （第 29 回）
              ～高年齢者雇用安定法の改正について～

　　※詳細は、厚生労働省パンフレット（詳細版）をご参照下さい。

　　　（https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000694689.pdf）
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奈良の観光情報まとめサイト

共同精版印刷株式会社 奈良ぶら事業部 TEL. 0742－33－1221（担当：小野） 検索奈良ぶら

TwitterNARABURA

HP
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各種新入社員研修のご案内

☆株式会社マイナビ　奈良支社

　　　 中尾　哲弥　  （支社長）

　　　　   ↓

       田中　勇次    （支社長）

事  務  局  だ  よ  り

【第 25 回新入社員研修会】

　社会人としての基本行動と質の高い仕事の進

め方について、独自のカリキュラムを設定して

おり、毎年大変ご好評いただいております。

　と　き：令和３年 ４月５日（月）・６日（火）

　　　 　（両日とも）　9：00 ～ 16：30

  場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　 　 １Ｆイベントホール

  参加費：17,600 円／お一人様

　 　　　 （消費税・テキスト代等含） 

　　　　　※昼食は各自ご持参ください  

  定　員 :４０名（先着順）

　
【新入社員研修・実践編】

 『“現場の安全・品質・改善”基礎講座』
　現場で求められる品質・コスト・改善につい

て正しく理解し、仕事を進めていけることを目

的として開催いたします。

　　　
　と　き：令和３年 ４月７日（水）　　　 　

　　　　　　　 9：30 ～ 16：30

  場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　 　 １Ｆイベントホール

  参加費：8,800 円／お一人様

　 　　　 （消費税・テキスト代等含）  

　　　　　※昼食は各自ご持参ください  

『営業の目的と役割を学ぶ“営業の基本”研修』
　営業の目的と役割の基本を体系的に理解し、

実践できる一人前の営業担当への育成を目的と

して開催いたします。

　
　と　き：令和３年 ４月１５日（木）　　　 

　　　　       9：30 ～ 16：30

  場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　 　 ２Ｆ拠点研修室（セミナー室）

  参加費：8,800 円／お一人様

　 　　　 （消費税・テキスト代等含）   

　        ※昼食は各自ご持参ください  

代 表 者 変 更

  恒例 !春季親睦ゴルフコンペを開催致します。

　お互い日ごろの疲れを忘れ、自然の中でリフ

　レッシュして明日への英気を養いたいと思い

　ます。

　つきましては、多くのご参加を頂きますよう

　ご案内申し上げます。

　記

　日　時：令和３年４月 16 日（金）　　　　　

　      ＡＭ８時 24 分より順次スタート

　　　　　　(OUT・IN コース）

　場　所：花吉野カンツリー倶楽部

　　　　　奈良県吉野郡大淀町今木 1004-71 

　　　　　TEL：0747-53-2290

  参加費：5,000 円（お一人・税込）

　　　　  参加賞・景品代

　　　　  ＊プレー代・売店代等は各自にて

　　　　    お支払ください。

　申　込：３月 26 日（金）まで　

　　　　　定員 10 組（40 名）

　　※新型コロナウイルス感染症防止のため、 

　　　表彰式は中止とさせていただきます。　

令和３年春季親睦ゴルフ大会

☆大同化学工業株式会社  奈良生産技術事業所

　　　 脇本　政哉　　（所長）

　　　　   ↓

  大同化学株式会社  奈良生産技術事業所 

   　  奥野　哲啓  　（所長）
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